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引
の
と
お
り
改
称
す
る
宙
通
知
が
あ
め

ま
L
た
の
で
御
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
e

腰
を
か
け
た
と
い
わ
れ
る
石
は
そ
の
ま
L

今
も
越
坂
に
あ
っ
て
数
百
年
も
経
過
し
た

ケ
ヤ
キ
の
巨
木
が
そ
の
傍
に
そ
び
え
て
い

る
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
の
皮
に
は
親
惜
の
御
訟

が
現
れ
る
と
い
う
の
で
盛
ん
に
削
り
と
ら

れ
る
の
で
近
年
で
は
石
垣
を
作
っ
て
保
護

に
あ
た
っ
て
い
る
。

。
。
。
。
。
。

上
問
尾
の
長
願
寺
は
同
寺
の
由
緒
習
に

よ
る
と
開
訟
は
一
航
海
上
人
で
俗
名
は
梅
沢

主
計
え
い
っ
て
間
保
弥
一ニ右
エ
門
肘
古
照

の
家
阪
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
一
説
に
は
開
誌
は
是
仁
妨
西
蓮
へ
俗

名
淳
一
円
貞
諜
）

と
い
っ
て
畑出父
の
為
躍
は

法
品
取
に
仕
へ
た
、
西
蓮
は
親
鷲
の
弟
子
と

な
っ
た
が
親
問
は
越
後
流
罪
の
と
き
熊
野

権
利
引
か
ら
－ぶさ
れ
た
浄
土
有
縁
の
土
地
を

想
起
し
、
．
山
川
一に
所
持
し
て
い
た
株
数
の

蒋
従
捌
の
災
を
与
え
て
越
中
に
下
し
た
、

彼
が
長
願
寺
の
附
誌
と
な
っ
て
法
を
ひ
ろ

め
た
の
は
後
深
草
天
皇
の
宝
治
元
年
で
あ

っ
た
と
レ
わ
れ
る
。

そ
の
吟
の
苓
従
樹
の
裂
は
長
願
寺
の
宙
開
庭

に
陥
・
ズ
ら
れ
う
っ
そ
う
と
繁
っ
た
の
で
あ

る
が
の
ち
に
か
れ
て
、
今
の
菩
提
樹
は
そ

の
若
木
で
あ
る
。

四
月

一
主
日

一
六
日

一
七
日

一
八
日

一
九
日

ニ
O
臼

二
一
日

二
三
日

一一
一二
日

二
五
日

二
六
日

二
七
日

二
八
日

二
九
日

三

O
日

五
月

日

下
新
川
米
亡
人
会
を
本
庁

に
’お
い
て
聞
か
る

観
桜
会

特
別
聾
員
会
開
催

簡
易
水
道
の
監
査

町
開
発
委
員
会
開
催

北
電
境
発
電
所
の
件
に
つ

い
て
役
場
職
口
レ
ク
レ
エ

l
シ

ヨ
ン
を
午
後
よ
り
催
す

国
体
審
判
員
脇
議
会
開
催

特
別
番
員
会
開
催

管
内
遺
族
会
長
会
開
催

新
民
山
ぬ
村
銀
興
協
議
会

開
催
郡
国
保
幹
車
会
開
催

体
育
協
会
役
員
会

－衆
議
院
解
散
さ
る

広
報
編
集
委
員
会
開
催

体
育
協
後
便
員
会

特
別
蚕
岡
県
会
開
悩

天
室
誕
生
日

選
挙
管
理
委
員
会
開
催

然
積
院
犠
員
総
選
拳
及
び

段
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
の
件
に
つ
勺
て

県
面
体
事
務
局
よ
り
企
阿

部
長
来
庁

品係
機
院
醗
員
総
選
挙
及
び

法
然
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
浄
土
の
新

一
て
大
い
な
る
師
撃
を
あ
た
え
た
の
で
あ
る

宗
教
は
天
台
、
其
一一
、
商
都
六
宗
に
対
し
一
が
、
そ
の
反
撃
に
あ
っ
て
法
然
は
土
佐
に

親
憶
は
越
後
に
そ
れ
ぞ
れ
流
罪
と

な
っ
た
、

今
か
ら
約
七
百
五
十
年

の
む
か
し
彼
は
三
十
余
践
の
と
ぎ

の
こ
と
で
み
め
っ
た
。

越
後
に
近
く
腰
ハ
り
収
（
A
7
の
朝
日

町
下
回
尾
越
以
）
ま
で
来
る
と
臼

も
暮
れ
た
の
で
滋
傍
の
ケ
ヤ
・
本
の

大
木
の
元
に
あ
る
巨
石
に
寝
を
下

し
て
そ
の
夜
は
野
宿
と
覚
悟
テ
－き

め
た
、
す
る
こ

一
人
の
老
人
が
現

わ
れ

て
此
処
か
ら
少
し
西
に
む
縁

の
土
地
が
あ
る
か
ら
そ
・』で
御
泊

り
に
な
っ
て
は
と
品飢え
て
そ
の
ま

、
か
き
消
す
よ
う
に
見
え
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
老
人
は
近

〈
的
熊
野
例
祉
の
祭
神
で
あ
る
熊

野
揃
視
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る。

親
慨
は
そ
の
馳
は
政
示
の
土
地
（

上
掛
尾
長
願
寺
の
所
在
地
）
の
庵

り
に

一
夜
を
過
し
た
。

一O
日

一
｝
日

－
一一日

一
三
日

四
日

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
の
公
示
行
わ
る

黒
町
州
市
長
新
任
挨
拶
の
た

め
来
庁

五
日

ポ
’
イ
司ハ
カ
l
ト
笹
川
小

学
校
に
お
い
て
キ
ャ
ン
プ

講
習
を
行
う

ボ
ー
イ
ス
カ
ー
ト
三
十
五

周
年
記
念
式
典
祭
仔

特
別
委
員
会
開
催

農
業
委
員
会
長
地
部
会
開

抱
瞳県
国
体
事
務
局
よ
り
グ
ラ

ン
ド
視
察
の
た
め
来
庁

選
挙
管
理
委
員
会
開
催

候
補
者
の
氏
名
掲
示
圃
序

の
く
じ
及
び
補
充
選
挙
人

名
簿
調
製
の
件
に
つ
い
て

会
醗
小
川
中
学
校
に
お
い
て
午

後
七
時
よ
り
衆
議
員
候
補

者
の
立
合
演
説
会
開
催

六
日

七
日

氏
名
掲
示
を
行
う

u
n
H
E
よ
り
宮
崎
部
落
の

生
活
に
つ
い
て
録
音
集
録

に
楽
町

県
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り

氏
名
掲
示
の
巡
視
に
来
庁

動
員
学
徒
の
死
亡
者

傷
病
者
に
お
知
ら
せ

近
く
政
府
は
遺
族
等
援
護
法
の
一
部
を

改
正
の
意
向
で
あ
り
其
の
資
料
と
す
る
験

争
中
に
於
け
る
動
員
学
徒
の
死
亡
者
並
に

傷
病
者
の
調
査
方
依
頼
し
て
来
て
ゐ
ま
す

の
で
該
当
の
向
は
遺
侠
又
は
家
族
に
於
て

朝
日
町
民
生
腺
ヘ
早
念
届
出
下
さ
る
棟
お

願
い
致
し
ま
す
。
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朝
日
町
教
育
委
員
会
主
催
の

学
前
教
育
キ
ャ
ン
プ
訓
練
は
主

刀
凹
H
五
日
笹
川
小
常
校
々
躍

で
災
施
さ
れ
た
υ
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第 33号

多
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点
引
は
明
日
町
小
山
・

9
僚
か

ら
巡
出
帆
さ
れ
た
六
十
六
名
で
、

テ
ン
ト
の
狼
つ
刀
、

ハ
ノ
ず
す

い
さ
ん
、
必
火
、
コ
l
ラ
マハな

ど
の
訓
練
念
行
レ
好
成
制
の
う

ち
に
五
日
午
後
一
時
無
事
に
終

了
し
た
。
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ス
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ト
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前
身
で
あ
る
育
英
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G
’＼一－九割

副
R
4
タ，
ニ

円
以
ミ
店
、極

ヲ

JU弘
、し
健
児
団
と
泊
数
十
字
麗
が
泊
に
誕
生
し
た

、ゅ

b
q子
園

e
b
対
局
総
校
一

艦
船
刈‘べ

γ
」
R
J
Y

一

羽
絵
笠

の
は
大
正
十
二
年
で
今
年
丁
度
三
十
五
年

枇
別
邑

Rκ♂
争

曹

・．1

陶
除
一
自
に
な
る
の
で
去
る
五
月
五
日
泊
公
民
館

斜
川
，uh
a
R－
ふ
汽

め
誕
叫
川
一前
に
お
い
て
午
後
三
時
か
ら
三
十
五
周
年

熱
器

jg
開
J
釜

の
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
。

ρ

山ゼド
uh
い
孟
圃

酎

叶
d

ート
H

場
一一

JVW
S

F
一1
団
の
編
成
発
表
、

裂

の

樹

立
、
塁

、
’斗
園

扇

町

町

品

名

義

麟

一
間
蚕
員
長
の
按
邸
が
あ
り
、
表
彰
に
う
つ

l
i
l
i－－
t

1
1

1

1
1
1
一
り
・初
期
の
功
労
者
と
し
て
本
村
本
松
、
水

第

五

回

下

新

川

郡

民

体

育

大

会

一
山
大
般
の
両
氏
、
戦
後
の
再
出
発
宗
l

イ
久
カ
ウ
ト
〉

の
功
労
者
と
し
て
金
森
和

朝
日
町
で
開
催

5
る

一
高
、
大
菅
十
造
、
大
平
勝
雌
の
諸
氏
に
感

一謝
状
が
贈
ら
れ
た
、
次
い
で
県
連
盟
代
表

去
る
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
四
日
ま一

金
川
理
事
長
の
激
励
の
辞
、
山
崎
助
役
の

一
祝
辞
が
あ
っ
て
式
興
を
終
っ
た
。

で
に
各
会
場
に
お
い
て
、
議
会
に
保
さ
れ

τf：
一

式
後
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
肢
笛
隊
二
十
名

サ
h

一
に
よ
る
討
が
代
、
ス
カ
ウ
ト
行
進
曲
、
め

ん
こ
い
小
馬
、
太
舷
符
進
曲

の
発
表
演
安
会
が
あ
り、

夜

は
記
念
股
画
会
の
行
事
が
あ

っ
た
。な
お
朝
日
町
の
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
は
昭
和
三
十
三
年
三

刀
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
臼
木
辿

叩
の
必
伊
的
脱
約
の
も
と
に

本
時
は
下
新
川
飢
一
聞
と
命

名
さ
れ
た
、
聞
の
綱
成
は

－

x
d’勝
股
氏

川
州
法
制
治
氏

他
十
二
名

付
日
峰
匙
氏

他
三
十
五
名

消
似
為
芳
氏

他
十
五
名

魚
住
削
除
氏

他
七
名

三
十
五
周
年

記
念
大
会

少
年
隊
長

年
ぃ
長
隊
長

げ
ん
官
・
隊
長

で
あ
る
。



今

月

の

農

作

業

か

六
月
の
天
気
概
況
を
白
山
地
方
気
象
台
の

一
五
石

六
o
un
四
o
un

発
裁
を
見
る
と
次
の
通
り
で
あ
る。

一
六

石

七

O
MN
三
O
MN

例
年
よ
り
多
少
早
く
上
旬
梅
雨
型
の
気

一

例
か
ら
見
ま
す
と
分
け
つ
の
孫
や
ひ
こ

圧
聞
置
に
な
り
ま
す
が
長
続
き
は
し
な
く
一
に
力
が
入
り
過
ぎ
て
い
る
様
で
す
、
母
と

中
旬
初
め
頃
に
日
本
海
に
や
L
発
達
し
た
一

子
の
分
け
つ
に
重
点
を
入
れ
て
米
作
を
し

低
気
圧
が
現
は
れ
中
旬
か
ら
下
旬
後
半
に
一
な
け
れ
ね
ば
な
ら
な
い
様
で
す。

か
け
て
中
休
み
と
な
り
そ
う
で
す
そ
の
後
一

平
く
値
え
早
く
分
け
つ
さ
せ
る
必
要
が

は
再
び
梅
雨
模
按
と
な
り
ま
し
ょ
う
気
温

一判
り
易
く
な
っ
た
と
思
ひ
ま
す
。

は
全
般
に
変
動
が
多
〈
時
に
む
し
暑
い
日

一

作
業
・
と
し
て
は
水
の
か
け
ひ
き
と
中
耕

も
あ
り
ま
す
が
下
旬
末
頃
一
時
か
な
り
低
一除
草
施
肥
の
万
法
が
考
へ
ら
れ
ま
す

〈
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う

。

同

水

の

か
け
ひ
き
に
つ
い
て

旬
を
通
し
て
は
平
年
よ
り
多
少
高
く
降

一

理
が
い
水
は
稲
に
必
裂
な
水
分
を
供
給

水
量
は
平
年
並
か
や
h
少
く
叉
日
照
は
平

一・
す
る
ば
か
り
で
な
く
水
温
や
地
温
を
調
整

年
よ
り
多
少
暑
い
見
込
み
で
す
。

一
し
按
分
を
供
給
し
‘
雑
草
を
防
止
す
る
効

①

稲

作

に

つ

い

て

果

を

も

っ

て

い

る

、

い

ね

は

回

航

後

四

t

ωい
ね
を
早
出
来
さ
せ
る
こ
と

一
五
回
し
た
ら
削
岩
す
る
か
ら
、
そ
れ
ま
で

本
年
は
田
植
初
期
の
天
候
が
順
測
で
あ

一
は
深
く
水
を
は
っ
て
お
く
、
深
水
に
し
て

l
凶
冊
）
／
お
く
と
宙
が
た
お
れ
な
い

h
Z
2’

－

よ
う
に
さ
ト
え
る
役
目
を

lυ
樋

門
＼
＼
ず
る
し
ま
た
葉
の
水
分
蒸

発
を
お
さ
え
首
の
た
お
れ
る
の
を
防
ぎ
航

い
た
み
を
少
く
す
る
、
活
着
後
は
浅
水
と

し
て
い
ね
を
強
く
育
て
L
行
く
こ
と
が
大

切
、
回
梢
四
l
五
日
後
一
度
軽
い
因
子
を

し
て
摂
に
酸
素
の
補
給
を
し
田
の
悪
い
ガ

ス
を
発
散
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

判
中
耕
除
草

田
植
後
十
日
も
た
て
ば
早
自
に
行
ふ
こ

と
、
中
耕
除
草
は
土
躍
の
温
度
を
上
昇
さ

せ
る
と
共
に
肥
料
の
分
解
が
促
進
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

平
生
は
六
月
二
十
五
日
以
前
ま
で
に
終

る
様
計
画
し
て
仕
事
を
し
て
下
さ
い
。

M
W
跡
回
用
の
苗
代
の
管
理

二
毛
作
の
稲
の
収
量
は
苗
の
素
質
に
依
り

左
右
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
浅
水
と
し
て

管
理
す
る
は
勿
輪
、
病
虫
害
の
被
害
の
な

い
搬
薬
剤
を
撒
布
し
て
予
防
し
て
下
さ
い

撒
粉
ボ
ル
ド
剤
に
窓
剤
B
H
C
で
も
加

用
し
て
撒
布
し
て
下
さ
い
。

①
馬
齢
撃
の
管
理

昭和33年5}}20日発行ひさ
っ
た
か
ら
早
植
が
計
画
通
り
出
来
た
こ
と

を
高
ぶ
べ
き
で
せ
う
、
早
舶
が
出
来
て
早

－く
活
着
し
早
く
分
け
っ
す
る
こ
と
が
哨
政

．
，
一
の
基
で
す
。
朝
日
町
と
し
て
は
六
月
二
十

吋

4
一
日
頃
ま
で
に
分
け
っ
し
た
も
の
で
な
い
と

一
大
き
な
穏
を
つ
け
な
い
議
で
す
。

・

一

稲
の
穏
を
も
っ
状
況
を
調
べ
て
見
る
と

号

一
次
の
事
が
判
り
ま
す
。

3
一

米
粒
を
つ
け
る
の
は

－i
一

母

郁

二

百

十

－一粒

鐸
一

子
（
長
男
）
百
六
十
粒

11
一

孫
（
長
男
の
子
）
六
十
粒

叩
籾
一

ひ
こ
ハ
孫
の
長
男
〉
四
十
粒

明
例
一
右
の
梯
に
母
穂
が
一
番
穂
が
大
き
く
子
孫

同
使
一

と
な
る
に
従
っ
て
穂
が
少
く
な
り
ま
す

担
問
一

過
去
に
於
て
多
牧
し
た
人
達
は
母
と
子

和
均

一
で
主
点
と
し
て
地
取
し
た
の
で
す

川
明
一

一
例
を
挙
げ
て
見
ま
す
と

－
反
政

母

＋

子

孫

ひ
こ

）

士

三
省
の
人
遠
回

O
MN
四
o
d
p

ニ
o
d
p

．＠
一
回
石

五

O
M
P
四
O
%
－
c
u
n

ら

疫
病
の
防
除
で
す
。
玄
月
下
旬
、
六
月

上
旬
、
中
旬
と
三
四
位
は
藁
を
撒
布
す
る

葉
は
安
価
な
石
版
ボ
ル
ド
ー
液
で
、
六
斗

式
で
も
良
い
。

牧
鹿
則
の
注
窓
、
六
月
下
旬
に
刷
り
収

り
さ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
六
月
中
旬
か
ら

畑
が
乾
く
様
工
夫
し
て
、
姻
取
り
は
晴
天

が
二
J
三
日
続
レ
て
畑
の
土
が
乾
い
た
時

で
な
い
と
貯
蔵
中
に
腐
敗
し
ま
ず
か
ら
特

に
晴
天
に
銅
り
取
っ
て
下
さ
い
。

①
爪
類
や
ト
マ

ト
の
薬
剤
徹
布

最
近
病
気
の
た
め
栽
培
が
出
来
諜
く
な

っ
た
か
ら
特
に
誕
剤
撒
布
が
必
要
で
あ
る

六
斗
式
の
石
氏
ボ
ル
ド
ー
液
が
良
い
か

ら
予
防
の
意
味
で
雨
の
前
に
薬
を
撤
布
し

て
下
さ
い
。
マ
ン
ネ
プ
〆
イ
セ
ン
が
発
売

さ
れ
て
い
ま
す
一
袋
八
斗
肢
と
し
て
三
百

歩
か
ら
四
百
歩
に
撒
布
し
て
予
防
し
て
下

さ
レ。民
業
改
良
普
及
事
務
所
人
員
移
動

こ
の
ほ
ど
次
の
様
な
移
動
が
あ
り
ま
し
た

沢
田

普

及

員

退

職

鍋
谷
普
及
民

新

に

採
用

〈
野
中
地
区
担
当
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
品
評
会

朝
日
町
球
根
組
合
で
は
朝
日
町
役
場
後

援
の
も
と
に
四
月
三
十
日
五
月
一
白
の
両

日
に
わ
た
っ
て
泊
公
民
館
に
お
い
て
輸
出

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
品
抑
会
を
行
っ
た
、
朝

日
町
で
は
年
＃
球
椴
栽
培
者
が
増
加
し
て

い
る
が
昨
年
は
仲
付
面
積
は
四
町
歩
に
及

び
四
万
の
疎
根
を
輸
出
し
て
外
貨
麗
得
に

一
役
を
買
っ
て
い
る
。

審
査
の
結
果

金

賞

西

田
藤
田
山
崎
荒
尾
由
井
山
崎

安

正勝文与宰盟
直雄長一英二

（
月
山
〉

（
鶴
田
〉

（
舟
川
新
）

ハ
月
山
〉

（舟
川
新
〉

（

企

〉

岡
田

金
作

〈
企

）

六
回

数
一
（
日
出
〉

古
田

教

附

（

会

）

参
等
紅

白
井
誠
次
郎
、
船
田
川
ニ
、
沢

国
政

一、

台
江
政
太
郎
、
篠
田
宮

善
、
田
中
栄
作
、
西
国
与
三
右
ヱ

門
、
沢
田
一
侍
文
、
水
野
源
太
郎
、

狩
谷
絞
二
、
・
本
田
義
躍
の
諸
氏
が

受
賞
さ
れ
た
。

｝
反
応
d

以
上
に
し
て
三
枚
以
内
と
す
、

此
の
場
合
出
品
目
の
中
聞
に
川
、
道
路
及

び
大
き
な
畦
畔
の
な
い
前
引
を
後
件
と
す

一ニ
、・
瀞
査
方
法

三
坪
刈
を
し
て
生
組
軍
量
及
び
精
粗
を

秤

量

す

る

。

（

産

業

課

〉

自
転
車
荷
車
税
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た

水
年
四
月
通
常
国
会
に
お
い
て
地
方
税
法

一
の
一
部
が
改
正
さ
れ
従
来
町
税
と
し
て
徴

一政
し
て
届
り
ま
し
た
自
転
車
荷
車
税
が
廃

一比
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
但
し
原

一動
機
付
自
転
車
に
つ
い
て
は
従
来
県
税
と

－し
て
凱
脱
さ
れ
て
居
た
軽
自
動
耶
及
び
二

一輸
の
小
出
日
動
車
と
と
も
に
料
自
動
耶
税

由
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
左
記
標
準
に
よ
り
町
税

を
賦
制
附
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
賦
限
期
日
は
四
月

一
日
で
あ
り
ま
す

が
本
年
度
に
限
り
五
月

一
日
と
な
っ
て
居

り
ま
す
。

な
お
自
転
車
の
登
録
は
路
難
予
防
等
の
見

地
か
ら
従
来
ど
お
り
登
録
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。記

一
、
原
動
機
付
自
転
車

川
刊
総
排
気
量
五
十
目
以
下
の
も
の

年
額
五
百
円

刷

同

五

O
U
を
超
え
九
O
M
以

下
の
も
の

年
額
八
百
円

例
同

九

O
M
を
超
え

一
二
五

ω

以
下

年

額

千

円

二
、
粧
自
動
車

利
ニ
輸
の

一
設
周

年
額
千
五
百
円

同

典

耕

作

業

周

年

額

千

門

的
そ
の
他

年
額
二
千
五
百
円

一二
、
ニ
輸
の
小
型
自
動
車年
額
二
千
五
百
円

以

上



意
4
昭
和
三
十
四
年
一
月

一
日
よ
り
メ

ー
ト

ル
法
を
完
全
実
施
さ
れ
る
引
に
な
り

ま
し
た
。

文
化
の
発
展
と
計
量
思
想
わ
向
上
と
は
平

行
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
計
世
は
滑
に
統

説
明
取
引
の
基
本
を
な
す
ば
か
り
で
な
く
、

山

M

社
会
生
活
の
総
て
の
間
に
於
い

m
グ
L
N
て
重
要
な
役
割
・
を
も
っ
て
居
り

山
》
～

ま
す
。
特
に
、
科
学
の
め
ざ
ま

一
川
一

し
い
進
歩
は
計
量
の
持
つ
婦
人W

一
メ
ー
ト
ル
〈
約
三
尺
三
寸〉

一

W

F

J

～
ま
こ
と
に
軍
大
で
あ
る
こ
と
は

一
4

．ふ

皆
さ
ん
御
承
知
の
通
h

で
あ

り

一

キ

ロ

グ

ラ

ム
（
二
六
七
匁
）

一

’l一
ま
す
の

計
立
の
山
本
川
位
は
、

一
世
ツ
ト
パ
（
約
去
五
勺
）

一

立
地
…

恒
久
的
、
固
定
的
で
あ
る
こ
と

－

一
尺
（
約
三
0
セ
ン
チ
五
ミ
リ
〉

一

M
l
y
－u
～
が
望
ま
し
い
の
で
あ
り
ま
す
が

m
B
U
R
M

一
民

（
コ
一
キ
ロ
七
五
0
グ
ラ
ム）

一

M

剖ヨ
N

社
会
の
進
歩
に
従
ひ
時
代
に

一
去
一

則
し
た
体
制
；

2
3引

一
列

（約

一
、
八
リ
ッ
ト

ル
）

一

町、

j
M
で
あ
り
ま
す
。

日
レ

～

従
っ
て
尺
断
法
と
而
叫
に
ヤ
ー
ド
ポ
ン
ド

…
ノ

一
来
年

一
月
よ
り

M2
（

明

治

六

法

（

オ

ン
メ
、
ヤ
1
ル
、
イ

ン
チ
〉
も
切

一
ト
一

年
以
来
）
八
十
五

年

間

災

地

さ

替

へ

ら

れ

る

の

で
あ
る
か
ら
今
後
新
ら
L

M

－N
れ
て
来
ま
し
た
尺
民
法
に
代
つ

一

く
計
量
器
を
御
求
め
の
際
は
充
分
に
注
意

山
．

M

て
、
－
メ
ー
ト
ル
法
を
突
泌
さ
れ
一

L
、
尺
質
、
ヤ
ー
ド
ポ
ン

rの
量
自
の
も

一
メ
一

る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
り
さ
す

一

の
を
御
求
め
に
な
ら
ぬ
よ
号
一
気
を
つ
け
て

A

V

こ
れ
に
つ
い
て
、

一
般
に
切
替

一

直
ひ
度
い
と
思
い
ま
す
。

が
ま
こ
と
に
面
倒
な
感
を
も
つ
よ
ろ
で
あ

一

商
店
等
に
於
い
て
は
可
急
的
速
に
準
備
体

り
ま
す
が
（
但
し
土
問
建
物
、
民
知
、
制

一

制
を
整
え

一
般
大
衆
に
啓
蒙
指
導
さ
れ
る

空
器
、
は
向
ふ
七
ヶ
年
延
長
）

一
l
ト
ル
法
そ
学
ん
で
来
て
語
る
の
で
あ
っ

一
ょ
う
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
も
／
＼
メ

ー
ト
ル
法
の
史
胞
に
此
て
は

一
て
、
心
都

一
つ
で
完
全
史
施
移
行
は
さ
し

一尚
七
ヶ
年
延
長
さ
れ
る
も
の
に
使
用
さ
れ

す
で
に
大
正
十
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
て
、

一
て
同
離
な
と
と
で
は
な
し
の
で
あ
り
ま
す
一
る
計
量
器
は
認
定
を
う
け
て
使
用
す
る
事

J

〉
J
－
t
，、
，、ー、，、
，〉、
，E
Z
P
、，、
，3
t
p
f
‘t
r
、4
2
、，
3
t
，t
，、【〉、
r
s
t
〉〉』
S
t
，、，
〉、
s
z
、，、
r
、e
》、
J
、r
E
fJ
、，、，、
4
3《
2
3

源
五
郎
鮒
の
養
殖

一

鳥

の

巣

や

卵

を

山
崎
地
区
柁
房
の
池

一一

今
は
鳥
類
の
繁
殖
期
で
あ
り
ま
す
が
、

花
開
背
年
団
で
は
同
地
の
池
を
利
則
し
一

て
源
五
郎
鮒

（
ヘ
ラ
制
）
の
聾
m
m
・を
計
画

一
烏
の
出
や
卵
を
勝
手
に
取
り
壊
た
り
す
る

し
、
こ
の
ほ
ど
大
阪
府
水
産
試
験
問
か
ら
一
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
キ
ジ
は
近

源
五
郎
鮒
の
卯
を
五
十
万
粒
を
購
入
し
た

一
年
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
剛
山

団
員
の
努
力
に
よ
っ
て
飼
育
池
で
は
知

一
や
卵
は
絶
対
に
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

繁
殖

数
の
鮒
が
附
化
し
始
め
た
。

ヘ
ラ
鮒
は
成

一
期
の
鳥
額
は
最
も
多
く
の
諮
虫
を
駆
除
し

長
と
撚
殖
が
す
ば
ら
し
い
の
で
二
三
年
も
一
て
く
れ
る
の
で
枇
界
で
保
護
担
怖
が
出
来

た
つ
と
百
匁
純
の
大
物
も
見
ら
れ
る
こ
と

一
て
い
交
す。

で
あ
ろ
う、

県
下
で
は
始
ん
ど
源
五
郎
鮒

一一

た
狩
猟
税
は
県
の
大
き
な
財
源
の
ひ

の
聾
附
を
や
っ
て
い
る
所
が
な
い
の
で
県

一

水
底
誌
で
は
そ
の
結
果
に
期
待
を
よ
せ
て
一
と
つ
と
な
っ
て
い
て
、
県
民
の
集
団
を
う

い
る
。

7
hwほ
し
て
い
ま
す
。

(4) 昭和33年5月20日発行ひさあ第 33号

稚

鮎

放

流

さ

る

（妥r~~量す~：）

同
十
三
年
よ
り
一

部
メ
ー
ト
ル
法
を
実
施

今
日
ま
で
三
十
五
年
間
着
々
完
全
突
施
に

批
進
さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
過

去
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
れ
ば
今
夏
ま
ご
つ

く
こ
と
は
考
を
新
に
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
忠
い
ま
す
。
既
に
青
年
各
位
は
む
し

ろ
社
会
に
出
て
尺
貰
法
の
実
態
に
当
惑
し

て
居
る
よ
う
な
実
情
で
あ
り
、
且
つ
壮
年

層
と
と
一
日
へ
共
学
校
教
育
の
聞
で
充
分
に
メ

A
Mピ
ン
と
乙
仏
か

「h
uJし
ら
ι伺
干
け

と
・
」
〆

i
ト
礼
三

乏

内

7
ん

ん
こ
と
に
川
市
は
J
L

去
る
二
月
二
十
日
町
、
富
山
県
メ
ー
ト
ル

法
実
施
促
進
委
員
会
が
発
足
し
、
去
る
四

月

一
日
よ
り
、
メ
ー
ト
ル
法
実
施
準
備
期

間
と
し
て
時
議
溜
動
を
所
設
に
展
開
さ
れ

る
事
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
既
に
一

部
商
店
等
に
於
い
て
メ

ー
ト
ル
法
に
切
替

へ
て
居
る
事
は
御
承
知
の
事
と
忠
ひ
ま
す

「
メ
ー
ト
ル
法
と
尺
民
法
の
比
較
を
示
せ

ば」

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
等
に
対
し
罰
則
も
設
け
ら
れ
て
お
り

ま
ず
か
ら
御
留
意
願
い
ま
す
。
メ
ー
ト
ル

法
突
施
に
関
し
御
相
談
並
に
御
質
問
等
は

町
産
業
課
に
御
問
合
せ
下
さ
い

筆
貰

計
量
土
中
野
啓
＝
一郎

下
新
川
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会

四
月
二
十
二
日
、
宮
崎
公
民
館
に
お
い

て
郡
協
議
会
総
会
を
開
催
し
本
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
を
審
椛
し
、
役
員
改
選
、

都
社
会
教
育
体
制
打
合
せ
、
県
民
明
朗
化

運
動
の
推
進
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
を
行

っ
た

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

勤

労

奉

仕

川
誠
近
滅
山
コ
1
ス
の
ラ
ベ
ル
に
破
損
し

た
も
の
が
か
な
り
あ
る
の
で
観
光
朝
日
町

と
し
て
も

一
刻
も
早
く
修
理
の
必
要
を
感

じ
て
い
た
が
経
費
の
関
係
上
お
く
れ
て
レ

た
と
こ
ろ
、
こ
ん
ど
ボ
1
イ
ス
カ
ー
ト
か

ら
労
力
奉
仕
の
申
し
こ
み
が
あ
り
当
事
者

を
感
殻
せ
し
め
て
い
る
。
五
月
十
八
日
ボ

ー
イ
ス
カ
ー
ト
総
出
動
し
て
ラ
ベ
凡
の
建

設
に
貴
重
な
汗
を
流
し
た
。

新

千リ

人
生
論

説
平
太
平
記
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世
界
文
学
金
集
幻

新
日
本
史
の
カ
ギ

谷
崎
潤

一
郎
会
集

続
黒
部
演
谷

回
想
十
年

現
代
倫
理

新
版
世
界
文
学
金
集

米
峨
日
本
人
の
服
装

旅
程
と
費
用

案

内

朝
日
町
立
中
央
図
書
館

山
崎
正
一

一踊

富
田
常
雄

モ
1
ム

中
部
日
本
新
聞
社
繍

谷
崎
潤

一
郎

冠
松
次
郎

吉

田

茂

筑
際
書
房

筑
摩
告
関

井
上
友

｝一郎

村
上
信
彦

塩

井

武

操

業

気

象

中

原

孫

士

口

暮
し
の
手

帖

制

大

橋

鎮

子

編

つ
め
た
い
肩

小
島
政
二
郎

人

聞

の

条

件

五

味

川

純

平

眠
狂
四
郎
無
頼
控

柴
田
錬
三
郎

東

京

締

談

宮

田

常

雄

楽

天

公

子

獅

子

女

六

あ
し
た

の

風

壷

井

栄

私
の
歩
ん
で
き
た
道
矢
内
原
忠
雄

ぼ
ん
く
ら

天

狗

山

手

樹

一

郎

誘

惑

の

谷

中

河

与

一

親

鳥

小

鳥

佐

々
木
邦

中
国
古
典
文
学
金
集
日

平

凡

社

時
の
柑
噴
出
州
事
円
木
韻
四
郎
外

楳

の

王

機

関

高

健

大
番

完

獅

子

女
六

二

枚

絵

筆

円

地

女

子

若
さ
と
美
し
さ
を
作
る
食
ド
ク
ト
ル
チ
エ
ヨ

柔
道
と
空
手

石

黒

敬

七

赤

ち

ゃ

ん

の

服

婦

人

倶

楽

部

調

y
シ

マ

プ

リ

ポ

イ

悲
し
き

獣

戸

川

幸

夫

あ
な
た
が
も
っ
と
美
し
く
中
原
一
律

一

住

み

よ

い

間

取

松

下

鴻

夫

洗
濯
の
し
み
披
き
法
永
沢
、
芳
賀
共
著

お
す
し
と
お
弁
当
婦
人
画
報
社

科
学
は
こ
こ
ま
で

副
業
養
魚

甲

賀

三

郎

集

甲

賀

三

郎

瓶
泉
と
旅
の
計
画

日
本
旅
行
研
究
会

祝
い
事
結
婚
諦
祭
の
作
法

北
辰
堂
編
集
部

松
田
ふ
み
子

源
氏
鶏
太

折
弁
英
治

竹
内
芳
太
郎

崎
川
範
行

高
木
正
一
注

亀
井
勝

一
郎

幸
福
は
ど
こ
に

川
は
流
れ
る

宇
宙
の
ふ
し
ぎ

股
村
住
宅
の
改
善

科
学
の
〈
ず
関

由
居
易
上

恋
愛
と
結
婚


